
  
 
   

【後 援】 

国連人間居住計画（ハビタット）福岡本部（アジア太平洋担当）  

福岡市  

糸島市 

公益財団法人九州大学学術研究都市推進機構 

公益財団法人福岡アジア都市研究所 

公益社団法人 日本都市計画学会 九州支部  

日本建築学会九州支部 
 【協 力】 

九州大学病院 国際医療部 

アジア遠隔医療開発センター（TEMDEC） 

    オンライン技術サポート 
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プログラム・スケジュール
10/13（水）

zoom1 zoom1 zoom2 zoom3 zoom4会場

日付 10/14（木）

グループ別発表４
［オンライン配信］

グループ別発表５
［オンライン配信］

グループ別発表６
［オンライン配信］

グループ別発表３
［オンライン配信］

グループ別発表１
［オンライン配信］

グループ別発表２
［オンライン配信］

招待講演
［日・英 同時通訳付］

［オンライン配信］

招待講演/
パネルディスカッション
［日・英 同時通訳付］

［オンライン配信］

招待講演
［日・英 同時通訳付］

［オンライン配信］

10：00

11：45

13：00

14：20

16：15

17：35

16：30
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九州大学アジア・オセアニア研究教育機構（Q-AOS）シンポジウム 

<招待講演/パネルディスカッション> 

 
 

<日 時> 2021 年 10 月 13 日（水曜日）13:00-16:30 
<場 所> 九州大学伊都キャンパス パブリック１号館 オンライン形式(zoom1) 
<言 語> 日本語 および 英語（同時通訳あり） 
<テーマ>     「都市」の過去、現在、未来 ～次の 100 年のためにできること～ 
 

<プログラム及び講演者＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

時間   

13:00-13:20 

総合司会 
 坂井 猛 教授 （九州大学 キャンパス計画室/大学院人間環境学研究院） 
開会挨拶・Q-AOS 紹介 
 原田 明 副機構⾧（副学⾧） 

パブリック  
１号館 

招待講演 

13:20-14:00 
1．住宅・建築・都市のカーボンニュートラル 

田辺 新一 教授（早稲田大学 大学院理工学術院/創造理工学部建築学科） 
パブリック  
１号館 

14:00-14:15 休憩 

14:15-14:55 
２．生きた景観マネジメント ～持続可能な都市を展望して～ 
    嘉名 光市 教授（大阪市立大学 大学院工学研究科） 

パブリック  
１号館 

14:55-15:10 休憩  

ショートプレゼンテーション/パネルディスカッション 

15:10-15:30 
ショートプレゼンテーション 
◆住吉 大輔 教授 ◆黒瀬 武史 教授 ◆高取 千佳 准教授 

パブリック  
１号館 

15:30-16:30 
パネルディスカッション 
◆田辺 新一 教授 ◆嘉名 光市 教授 ◆住吉 大輔 教授 ◆黒瀬 武史 教授 ◆高取 千佳 准教授 

パブリック  
１号館 

16:30 
閉会挨拶 
 尾崎 明仁 教授（都市クラスター⾧） 

 

 

【 1 日目 】 

総合司会  
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招待講演 2   

「生きた景観マネジメント ～持続可能な都市を展望して～」   

招待講演 1  

「住宅・建築・都市のカーボンニュートラル」 
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概要 
 
太陽光発電や風力発電などの再生可能エネルギーを普及させるには、気象による発電量の変化を吸収

する電池の普及が不可欠である。今後普及が見込まれる電機自動車は大型の電池を搭載しており、こ

れを再生可能エネルギーによる電力変動を吸収する装置として活用することが期待されている。電気

自動車が都心のエリアに普及した場合に、どの程度エネルギー供給への影響があるのか開発した都市

エネルギーシミュレータを用いた計算結果を紹介する。 

ショートプレゼンテーション ／ パネルディスカッション 

住吉 大輔 教授（九州大学 大学院人間環境学研究院） 

「電気自動車が都市のエネルギーシステムに与える影響」 

ショートプレゼンテーション   
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概要 
 
都市計画は、産業革命以降、都市人口の急増に対応することを目的としてきた学問であった。人口増

加に対応するために生まれた都市計画は、日本が直面する人口減少時代にどのような役割を果たすこ

とができるのか。 
人口が 1/3 になったラストベルトの都市デトロイトでは、住宅地に空き家や空き地が大量に発生し一

部は廃墟化した。ただし、そのような状況のなかでも、住民や非営利団体が主体となり、新たな土地

利用が見いだされつつある。行政がトップダウンで「計画」するのではなく、各地区で生まれたボト

ムアップの創造的な挑戦を慈善財団が支える構図である。市民主体の挑戦と、都市全体の戦略的枠組

みを組み合わせた新たな計画の姿を紹介する。 

黒瀬 武史 教授（九州大学 大学院人間環境学研究院） 

高取 千佳 准教授（九州大学 大学院芸術工学研究院） 
 

「縮退時代における都市のあり方とグリーンインフラの活用」 

「人口減少時代の都市計画」 

概要 
 
全世界的に、気候変動に伴う豪雨や台風の激甚化により、甚大な内外水氾濫や土砂災害等の被

害が生じている。一方で、先進国は人口縮退時代に突入し、既成市街地や郊外部においても無

秩序に管理放棄された土地が発生し、地域の持続可能性が脅かされている。そうした二つの側

面を合わせ、いかにレジリエントな都市形態に誘導していくのか、そのためのプランニング手

法の確立、多主体連携による合意形成・社会実装が求められている。大都市圏におけるグリー

ンインフラを活用した研究・実践例を紹介する。 
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パネルディスカッション  

田辺 新一 

早稲田大学 

大学院理工学術院/ 

創造理工学部建築学科  

教授 

嘉名 光市 

大阪市立大学 

大学院工学研究科 

教授

九州大学 
大学院人間環境学研究院
教授 

住吉 大輔 

黒瀬 武史 

高取 千佳 

九州大学 
大学院芸術工学研究院

准教授 

九州大学 
大学院人間環境学研究院

教授 
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九州大学アジア・オセアニア研究教育機構（Q-AOS）シンポジウム 

<招待講演/グループ別発表> 
 
 
 
<日 時> 2021 年 10 月 14 日（木曜日）10:00-17:35 
<場 所> 九州大学伊都キャンパス パブリック１号館 オンライン形式(zoom1)  
<言 語> 日本語 および 英語（同時通訳あり） 
<テーマ>     「都市」の過去、現在、未来 ～次の 100 年のためにできること～    

 

<プログラム及び講演者＞ 
時間  

10:00-10:10 
◆開会挨拶 

石橋 達朗 機構⾧（九州大学  総⾧） 
パブリック 

１号館 

招待講演 

10:10-10:50 
3．”Society  5.0”の実現を目指す次世代スマートシティのデザイン 

出口 敦 教授（東京大学 大学院新領域創成科学研究科） オンライン 

10:50-11:05 休憩 

11:05-11:45 
4．建築の多様性 

重松 象平 氏（Office for Metropolitan Architecture パートナーおよびニューヨーク事務所代表） オンライン 

11:45-13:00 午後の案内/昼食 

グループ別発表 

13:00-14:20 グループ別発表１・２・３  オンライン 

14:20-14:30 休憩 

招待講演 

14:30-15:10 
5．SDGs 達成のためのスマートウェルネス住宅国家プロジェクト 

伊香賀 俊治 教授（慶應義塾大学 理工学部システムデザイン工学科） 
パブリック    
１号館 

15:10-15:25 休憩 

15:25-16:05 
6．より公正でグリーンで健康的な未来に向けて 

Laxman Perera 氏（国連人間居住計画アジア太平洋事務所 Human Settlements Officer） オンライン 

16:05-16:15 休憩 

グループ別発表 

16:15-17:35 グループ別発表４・５・６  オンライン 

 

 

 

【 2 日目 】 
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招待講演 ３ 

「”Society 5.0”の実現を目指す次世代スマートシティのデザイン」 

Office for Metropolitan Architecture 

招待講演 4  

「建築の多様性」  



Kyushu University Institute for Asian and Oceanian Studies（Ｑ－AOS）Symposium 2021 

9 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

招待講演 6  

「より公正でグリーンで健康的な未来に向けて」 
 

Human Settlements Officer 

Laxman Perera 

招待講演 5  

「SDGs 達成のためのスマートウェルネス住宅国家プロジェクト」 
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<グループ別発表> 
 
第１部 

13:00-14:00 

 

 
第 2 部 

16:15-17:35 

 

 

  

１ 都市・建築環境とエネルギー                                     

２ Revisiting 葉祥栄 ーコンピュテーショナル・デザインのパイオニア 

３ バンコク・メガリージョンの政治経済:選挙、運動、ゴミ問題 

4 都市のプランニングとデザイン                                     

5 SDGs 政策の日韓比較 

6 
指標から見えるアジア・オセアニア地域の持続可能性と 

食・交通セクターにおける包括性 
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グループ別発表１ 

都市・建築環境とエネルギー 
 

 
 
<日 時> 2021 年 10 月 14 日（木曜日）13:00-14:20 

<場 所> 九州大学伊都キャンパス オンライン形式(ZOOM2) 

<言 語> 英語 

 

 

時間  

 司会／発表 住吉 大輔 教授 

13:00-13:20 
◆発表１ 「韓国の建築部門のエネルギー政策と関連事業」                                     

宋 永学 副教授（慶尚国立大学）[韓国] 

13:20-13:40 
◆発表２ 「日本の民生部門におけるエネルギー政策立案の最前線」 

上野 貴広 研究員（国立研究開発法人建築研究所） 

13:40-14:00 
◆発表３ 「都市のエネルギー需給分析～EV 導入の影響～」 

住吉 大輔 教授（九州大学 大学院人間環境学研究院） 

14:00-14:20 
◆発表 4 「設計ツール開発による省エネデザインへの貢献」 
    小原 克哉 准教授（九州大学 大学院人間環境学研究院） 
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グループ別発表１: 都市・建築環境とエネルギー 

司会／講演 
 

住吉 大輔 教授 
九州大学 
大学院人間環境学研究院 

小原 克哉 准教授 
九州大学 
大学院人間環境学研究院 

上野 貴広 研究員 
国立研究開発法人 
建築研究所 

宋 永学 副教授 
慶尚国立大学（韓国） 
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グループ別発表２ 

Revisiting 葉祥栄 ーコンピュテーショナル・デザインのパイオニア 
 

 
 
<日 時> 2021 年 10 月 14 日（木曜日）13:00-14:20 

<場 所> 九州大学伊都キャンパス オンライン形式(ZOOM3) 

<言 語> 英語 

 

 

時間  

 司会／発表 井上 朝雄 准教授 

13:00-13:20 

◆発表１ 「From Timber to Parametric Design: 
A Study on Shoei Yoh's projects in Oguni, Kumamoto」                                    

岩元 真明 助教（九州大学 大学院芸術工学研究院） 

13:20-13:40 
◆発表２ 「Scan Shoei Yoh Works」 

井上 朝雄 准教授（九州大学 大学院芸術工学研究院/Q-AOS 都市クラスター） 

13:40-14:00 
◆発表３ 「The Role of Digitisation in ReVisiting Shoei Yoh’s Architecture」 

Dr. Jack Barton, Researcher, University of New South Wales [オーストラリア] 

14:00-14:20 

◆発表 4 「The building in the archive as a museum for the archive 
            - using web technologies to represent a building on a web browser」 
    Associate Professor Matthias Haeusler, University of New South Wales [オーストラリア]  
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グループ別発表 2: Revisiting 葉祥栄―コンピュテーショナル・デザインのパイオニア 

Jack Barton 研究員 

University of New South Wales 
 オーストラリア 

Matthias Haeusler 准教授 

University of New South Wales 
 オーストラリア 

司会／講演 

井上 朝雄 准教授 
九州大学 
大学院芸術工学研究院 
Q-AOS 都市クラスター 

岩元 真明 助教 
九州大学 
大学院芸術工学研究院 
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グループ別発表３ 

バンコク・メガリージョンの政治経済:選挙、運動、ゴミ問題 
 

 
 
<日 時> 2021 年 10 月 14 日（木曜日）13:00-14:20 

<場 所> 九州大学伊都キャンパス オンライン形式(ZOOM4) 

<言 語> 英語 

 

 

時間  

13:00-13-05 ◆イントロダクション 司会 相澤 伸広 准教授 

13:05-13:25 
◆発表１ 「バンコクメガリージョンのゴミ問題をめぐる政治」 

プーム・ペッカンジャナポーン 講師（Loei Rajabhat University）[タイ] 

13:25-13:45 
◆発表２ 「都市開発をめぐるバンコク首都圏の政治」 

ピット・ポンサワット 政治学科⾧（Chulalongkorn University）[タイ] 

13:45-14:05 
◆発表３ 「メガシティにおける選択と問題:サムット・プラカーンの事例より」 

チュンポン・アウンパッタナシップ 講師（National Institute of Development Administration）[タイ] 

14:05-14:20 ◆ディスカッション・質疑応答 
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グループ別発表 3: Mega Region  

バンコク・メガリージョンの政治経済:ゴミ問題、民主化運動 

司会／講演 

相澤 伸広 准教授 
九州大学 
大学院比較社会文化研究院 

Poome Petkanjanapong 
Lecturer 
Loei Rajabhat University 
タイ 

Chumphol Aunphattanasilp 
Lecturer 
National Institute of Development Administration 
タイ 

Pitch Pongsawat  
Chair of Department of Government 
Chulalongkorn  
タイ 
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グループ別発表４ 

都市のプランニングとデザイン 
 

 
 
<日 時> 2021 年 10 月 14 日（木曜日）16:15-17:35 

<場 所> 九州大学伊都キャンパス オンライン形式(ZOOM2) 

<言 語> 英語 

 

 

時間  

 司会／発表 Prasanna Divigalpitiya 准教授 

16:15-16:35 
◆発表１ 「医療モールの立地と診療効率に関する研究--福岡市をケーススタディとして」                                    

Mengge DU 氏（九州大学 大学院人間環境学府都市共生デザイン専攻 博士後期課程学生） 

16:35-16:55 
◆発表２ 「公共空間の占用:タイ・ノンタンブリー船着き場周辺における都市活動の要素と公共空間の関係」 

Pitchawut Virutamawongse 氏（九州大学 大学院人間環境学府都市共生デザイン専攻 博士後期課程学生） 

16:55-17:15 
◆発表３ 「半島地域における都市再生整備計画の目標達成要因の分析」 

Yiran HAO 氏（九州大学 大学院人間環境学府都市共生デザイン専攻 博士後期課程学生） 

17:15-17:35 
◆発表 4 「急速な都市化の影響を低減するための土地利用と公共交通ネットワークの統合に関する研究」 
    Wei WU 氏（九州大学 大学院人間環境学府都市共生デザイン専攻 博士後期課程学生）  
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グループ別発表４: 都市のプランニングとデザイン 

司会／講演：Prasanna Divigalpitiya 准教授 

九州大学  
大学院人間環境学研究院 

Mengge DU 博士後期課程学生 

 九州大学 
大学院人間環境学府 
都市共生デザイン専攻 
 

Pitchawut Virutamawongse 
博士後期課程学生 

九州大学 
大学院人間環境学府 
都市共生デザイン専攻 

Yiran HAO 博士後期課程学生 

九州大学 
大学院人間環境学府 
都市共生デザイン専攻 

Wei WU 博士後期課程学生 

 九州大学 
 大学院人間環境学府 
都市共生デザイン専攻 

 



Kyushu University Institute for Asian and Oceanian Studies（Ｑ－AOS）Symposium 2021 

19 
 

 

グループ別発表５ 

SDGs 政策の日韓比較 
 

 
 
<日 時> 2021 年 10 月 14 日（木曜日）16:15-17:35 

<場 所> 九州大学伊都キャンパス オンライン形式(ZOOM3) 

<言 語> 英語 

 

 

時間  

16:15-16:40 
◆発表１ 「韓国都市政府の SDGｓ確立事例」                                     

Soogil Oh 教授（Urban Sustainability InstituteThe Cyber University of Korea) ［韓国］ 

16:40-17:05 
◆発表２ 「韓国都市の ESG 事例」 

Sun-Kyung Lee 教授（Cheongju National University of Education）［韓国］ 

17:05-17:30 
◆発表３ 「SDGs Activities Scheme of Local Government in Japan T」 

出水 薫 教授（九州大学 大学院法学研究院 / Q-AOS 都市クラスター） 
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グループ別発表 5: SDGs 政策の日韓比較 

出水 薫 教授 
九州大学 
大学院法学研究院 
Q-AOS 都市クラスター 
 

Soogil Oh 教授 

Urban Sustainability InstituteThe Cyber 

University of Korea 
韓国 

Sun-Kyung Lee 教授 

 Cheongju National University of Education 
  韓国 
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グループ別発表６ 

指標から見えるアジア・オセアニア地域の持続可能性と 

食・交通セクターにおける包括性 
 

 
 
<日 時> 2021 年 10 月 14 日（木曜日）16:15-17:35 

<場 所> 九州大学伊都キャンパス オンライン形式(ZOOM4) 

<言 語> 英語 

 

 

時間  

 司会 キーリーアレクサンダー竜太 助教  

16:15-16:35 
◆発表１ 「自然災害の被災地産農産物に対する消費者評価-訳ありリンゴを事例として-」                                    

観山 恵理子 助教（東京農工大学 大学院農学研究院） 

16:35-16:55 
◆発表２ 「包括的な交通手段の実現: 社会的弱者を考慮した完全自動運転」 

Sunbin Yoo 特任助教（九州大学 大学院工学研究院環境社会部門） 

16:55-17:15 
◆発表３ 「インド・ラダックにおける自然資本の貢献度評価:包括的富の手法を用いて」 

Moinul Islam 講師（高知工科大学 フューチャー・デザイン研究所） 

17:15-17:35 閉会 キーリーアレクサンダー竜太 助教（九州大学 大学院工学研究院環境社会部門） 
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グループ別発表 6: 指標から見えるアジア・オセアニア地域の持続可能性と 

食・交通セクターにおける包括性 

司会：キーリーアレクサンダー竜太 助教 
九州大学 
大学院工学研究院環境社会部門 

Moinul Islam 講師 

高知工科大学 
フューチャー・デザイン研究所 

観山 恵理子 助教 
東京農工大学  
大学院農学研究院 

Sunbin Yoo 特任助教 

九州大学 
大学院工学研究院環境社会部門 


